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教育総務課・学校施設室

令和５年度実績値 令和５年度目標値

1 児童生徒の支
援

奨学金等支給
経費

高等教育機関での教育機会を支援し、社会に貢献する
人材を育成するため、奨学金を希望する高校生及び大
学生等に支給しました。
伊賀市奨学金
（新規）56人　（継続）46人　 計102人　支給額：7,692,000
円
伊賀市同和奨学金
（新規） 8人　（継続）22人 　計30人　 支給額：3,312,000
円
伊賀市ササユリ奨学金
（新規） 2人　 （継続） 5人　計　7人　 支給額：1,680,000
円
合計支給額：12,684,000円

年間継続受給率：
100％

年間継続受給率：
100％

12,848 改善

教育基本法第４条及
び学校教育法第19条
に、「経済的理由に
よって、修学が困難な
者に対して、奨学の措
置を講じなければなら
ない。」としており、市
独自の奨学金制度を
維持している。受給者
の奨学金の主旨理解
や社会経済情勢によ
る困窮世帯の増加等
により、制度の見直し
を引き続き検討してい
く。

414

【加納委員長】就学の機会均等を念頭においた制
度の見直しと継続支援を望む。
【伊室副委員長】特に生活困窮世帯の方々には、
奨学金制度は希望です。充実した奨学金制度の
見直しを望みます。
【上見委員】見直しを引き続き検討していただきた
い。
【金山委員】内部評価のように制度の見直しを検
討していく。

〇生活困窮世帯の方々には、奨学金制度は希望
です。就学の機会均等を念頭においた充実した
制度の見直しと継続支援を望む。

遠距離通学者
等通学経費(小
学校）

通学費負担の軽減
・上野北小学校：三重交通バスにて登下校する遠距離
通学児童の通学費補助（全額負担）
・柘植、島ヶ原、大山田小学校：行政バスにて登下校す
る遠距離通学児童の通学費補助（全額負担）

　なし
（経費負担軽減を
目的としているた
め）

　なし
（経費負担軽減を
目的としているた
め）

1,058 改善

市内の小学校におい
て、市町村合併前から
の制度を継続してお
り、学校統合協議によ
る不均衡も生じてい
る。学校みらい構想検
討委員会において、通
学方法及び費用負担
について検討する。

436

【上見委員】不均衡を改善する方向で検討してい
ただきたい。

遠距離通学者
等通学経費（中
学校）

通学費負担の軽減
　・島ヶ原中学校：行政バスにて登下校する遠距離通学
生徒の通学費補助（全額負担）
　・大山田中学校：三重交通バスにて登下校する遠距離
通学生徒の通学費補助（全額負担）
　・青山中学校：行政バスにて登下校する遠距離通学生
徒の通学費補助（全額負担）
　・崇広中学校：伊賀鉄道にて登下校する遠距離通学生
徒の通学費補助（定期券購入費の４割）
　・霊峰中学校、大山田中学校：自転車にて登下校する
遠距離通学生徒の通学費補助（年額3,600円）
　・阿山中学校：遠距離を登下校する生徒の自転車購入
費の補助（上限20,000円）

　なし
（経費負担軽減を
目的としているた
め）

　なし
（経費負担軽減を
目的としているた
め）

4,130 改善

市内の中学校におい
て、市町村合併前から
の制度を継続してお
り、学校統合協議によ
る不均衡も生じてい
る。学校みらい構想検
討委員会において、通
学方法及び費用負担
について検討する。

446

【加納委員長】通学方法や通学費の保護者負担
に関する課題解決に向けて、早急に検討されるこ
とを望む。
【上見委員】検討委員会で検討を進めていただき
たい。

中学校クラブ遠
征参加経費

三重県中学校体育連盟等が主催する体育大会及び三
重県中学校吹奏楽連盟等が主催する文化行事への参
加旅費を補助し、部活動の推進を図りました。
　体育大会参加校　　１０校（実績　3,603,750円）
　文化行事参加校　　　７校（実績　1,201,250円）

補助対象大会等
への旅費に対する
補助率：
８６％

補助対象大会等へ
の旅費に対する補
助率：
９０％

4,805 継続

生徒の大会参加の支
援を継続し、クラブ活
動の推進を図る。

452

【加納委員長】部活動は地域移行の方向である
が、中学生にとって学校生活の大きな部分を占
めている。コンクールや大会出場の支援を継続さ
れたい。
【上見委員】継続されたい。

〇部活動は地域移行の方向であるが、中学生に
とって学校生活の大きな部分を占めている。コン
クールや大会出場の支援を継続されたい。

委員会管理経
費

教育委員会の円滑な運営に努めました。
　教育委員会定例会及び臨時会の開催（定例会12回、
臨時会２回）
　教育委員による学校施設及び教育施設訪問を実施（４
日）
　教育行政評価委員会の運営（３回開催）
　総合教育会議の開催（２回開催）
  伊賀市学校みらい構想検討委員会の開催（２回）

教育委員会等の
開催回数：
１７回

教育委員会等の開
催回数：
１７回

3,829 継続

必要に応じた各種委
員会を開催することが
できた。今後も、継続し
て進めてく必要があ
る。 412

【上見委員】継続して進めていただきたい。

評価委員の意見(まとめ案）
所
属
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策
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〇通学方法や通学費の保護者負担に関する課
題解決に向けて、早急に検討されることを望む。

1 教育総務課・学校施設室



教育総務課・学校施設室

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

所
属

施
策

努力目標 取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
決算額
（千円）

方向 内部評価 評価委員の意見
指　標 整理

番号

事務局管理経
費

教育委員会事務局の適正な管理に努めました。
　廃校施設の管理
　教育委員会所管施設及び備品の火災保険、損害保険
加入
　教育委員会所管公用車の自動車損害保険料支出
　全国都市教育長協議会・三重県都市教育長会等の負
担金支出

管理している廃校
数（休校含む）：
１０校

管理している廃校
数（休校含む）：
１０校

23,678 改善

小規模修繕対応会計
年度任用職員は、処
理対応の早さ、原材料
のみでの修繕工事、に
よるきめ細やかな修繕
対応ができており、非
常に効果的であること
から、増員も含め検討
したい。また、民間提
案制度等を利用し、廃
校の利活用について
検討を進める。

413

【伊室副委員長】廃校した学校については、地域
と協議し方向性を決めていただきたい。
【上見委員】廃校施設の管理は大変でしょうが任
用職員の増員や利活用の検討を進めていただき
たい。
【金山委員】廃校の扱いについて、活用を含めて
更なる検討を望む。

〇廃校の利活用については、地域と協議し、方向
性を決めることを望む。

情報化教育推
進経費

小中学校の情報ネットワークの保守管理業務を委託し、
円滑な校務運営、児童・生徒の情報教育の充実を図り
ました。また、国が進めるＧＩＧＡスクール構想に対応する
ため小中学校に整備した学習用端末、ソフトウェア、モ
バイルWi-Fiルーター、ネットワークの保守管理業務を委
託しました。

光回線整備率：
１００％

光回線整備率：
１００％

100,658 改善

故障が多くなってきて
いる校務端末は令和6
年12月末までに入れ
替える。学習端末の物
損保証期間が終了し
たため、予備機の活用
も行いながら修繕を行
う。

431

【上見委員】入れ替えや修繕を急いでいただきた
い。
【金山委員】内部評価のように入れ替え修繕を行
う。

一般管理運営
経費（小学校）

各小学校の状況に応じ、運営に必要な需用費、役務
費、修繕費の配当を行い、健全な学校運営に努めまし
た。また、市内小学校の管理運営経費として、燃料費、
光燃水費等を支出しました。

小学校設置校数
（休校中を除く）：
１８校

小学校設置校数
（休校中を除く）：
１８校

182,557 改善

サーキュレーターや空
気清浄機を備えること
により、効率的な換気
を行うなど経費減に努
めたが、引き続き、空
調の温度設定を上げ
すぎる（または下げす
ぎる）ことのないよう適
切に空調設備を使用
し、経費削減に努める
必要がある。

433

【加納委員長】光熱水費の高騰は気がかりである
が、気候変動による高温の中でも安心安全な環
境で教育活動が行われるよう適切な予算措置に
尽力していただきたい。
【伊室副委員長】今後も教育環境の整備に努めら
れたい
【上見委員】適切な使用を徹底し、経費削減に努
めていただきたい。

一般管理運営
経費（中学校）

市内中学校の管理運営のため、光燃水費、燃料費等を
支出しました。
また、各中学校の状況に応じ、運営に必要な需用費、役
務費、修繕料等の配当を行い、健全な学校運営に努め
ました。

中学校設置校数：
１０校

中学校設置校数：
１０校

93,407 改善

サーキュレーターや空
気清浄機を備えること
により、効率的な換気
を行うなど経費減に努
めたが、引き続き、空
調の温度設定を上げ
すぎる（または下げす
ぎる）ことのないよう適
切に使用し、経費削減
に努める必要がある。

443

【伊室副委員長】今後も教育環境の整備に努めら
れたい
【上見委員】適切な使用を徹底し、経費削減に努
めていただきたい。

スクールバス
運転管理及び
維持経費（小学
校）

直営、業務委託、行政バス利用者によるスクールバスの
運行を行い、児童の安全な通学の確保に努めるととも
に、市所有スクールバスの維持管理を行いました。
（直営運行）友生小１路線、上野南小１路線、成和東小１
路線、青山小１路線
（委託運行）上野南小３路線、三訪小１路線、上野北小２
路線、成和東小１路線、成和西小３路線、阿山小５路
線、大山田小４路線、青山小４路線、島ヶ原小１路線（２
学期～）
（行政バス利用）柘植小１路線、島ヶ原小１路線（１学期
のみ）、大山田小１路線

登下校時における
事故件数：
２件

登下校時における
事故件数：
０件

113,428 改善

学校統廃合による運
行路線の増加により、
運行業務委託料など
の経費が増加してい
る。当該年度の運行状
況と翌年度以降の対
象人数等を把握し、走
行ルート及び直営・委
託路線数を最適化す
る。

434

【伊室副委員長】経費の増加は理解するが、走行
ルートを変更する場合は、事前に保護者と十分
協議し対応していただきたい。
【上見委員】毎年、乗車予定児童の状況により、
ルートの見直しや路線の統合などで経費削減に
努めてください。事故件数も０件を指標（目標）に
して、安全安心を貫いていただきたい。
【金山委員】内部評価のように最適化に努める。

スクールバス
運転管理及び
維持経費（中学
校）

直営、業務委託、行政バス利用によるスクールバスの運
行を行い、生徒の安全な通学の確保に努めるとともに、
市所有スクールバスの維持管理を行いました。
（直営運行）上野南中２路線、青山中１路線
（委託運行）崇広中２路線、緑ケ丘中５路線、城東中２路
線、上野南中６路線、大山田中１路線、島ヶ原中１路線
（２学期～）
（行政バス）島ヶ原中１路線（１学期のみ）、青山中３路線

登下校時における
事故件数：
２件

登下校時における
事故件数：
０件

71,793 改善

運行業務委託料など
の経費が増加してい
る。当該年度の運行状
況と翌年度以降の対
象人数等を把握し、走
行ルート及び直営・委
託路線数を最適化す
る。

444

【伊室副委員長】経費の増加は理解するが、走行
ルートを変更する場合は、事前に保護者と十分
協議し対応していただきたい。
【上見委員】毎年、乗車予定生徒の状況により、
ルートの見直しや路線の統合などで経費削減に
努めてください。事故件数も０件を指標（目標）に
して、安全安心を貫いていただきたい。
【金山委員】内部評価のように最適化に努める。
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〇光熱水費の高騰は気がかりであるが、気候変
動による高温の中でも安心安全な環境で教育活
動が行われるよう適切な予算措置に尽力された
い。

〇冷暖房等の適切な使用を徹底し、経費削減に
努められたい。

〇ルートの見直しや路線の統合などで経費削減
に努めるとともに事故件数も０件を指標（目標）に
して、安全安心に努められたい。

〇走行ルートを変更する場合は、事前に保護者
と十分協議し、対応されたい。

2 教育総務課・学校施設室



教育総務課・学校施設室

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

所
属

施
策

努力目標 取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
決算額
（千円）

方向 内部評価 評価委員の意見
指　標 整理

番号

健康管理経費
（小学校）

児童の健康管理と健康増進を図るため、各小学校に校
医、歯科医、薬剤師を委嘱配置し、健康診断をはじめ、
専門医検診等を行いました。また、安全な学校環境保全
のため、衛生検査として飲料水の水質検査等を行い、
プール授業実施のため、プールの水質検査及びプール
薬品の購入を行いました。
その他、各小学校の状況に応じ、保健室用医薬品の購
入を行いました。

学校医・学校歯科
医・専門医による
検診実施率：
１００％

学校医・学校歯科
医・専門医による検
診実施率：
１００％

20,850 継続

安全な学校環境及び
児童の健康管理及び
増進のために必要な
検診・検査等を実施す
ることができた。今後
も、継続して進めていく
必要がある。

437

【上見委員】継続されたい。
【金山委員】内部評価のように継続して進めてい
く。

健康管理経費
（中学校）

生徒の健康管理と健康増進を図るため、各中学校に校
医、歯科医、薬剤師を委嘱配置し、健康診断をはじめ、
専門医検診を行いました。また、環境保全を図るため、
飲料水の水質検査等を行いました。
各学校の状況に応じ、保健室用の医療品等の購入を行
いました。

学校医・学校歯科
医・専門医による
検診実施率：
１００％

学校医・学校歯科
医・専門医による検
診実施率：
１００％

9,595 継続

安全な学校環境及び
生徒の健康管理及び
増進のために必要な
検診・検査等を実施す
ることができた。今後
も、継続して進めていく
必要がある。

447

【上見委員】健康増進・保全のため継続された
い。
【金山委員】内部評価のように継続して進めてい
く。

学校管理用備
品整備事業（小
学校）

教育活動を円滑に行うため、複写機、印刷機のリースを
行ったほか、児童用机・椅子の修繕・購入、その他備品
の購入を行いました。

購入要望校への
対応率：
９３％

購入要望校への対
応率：
６０％

4,526 改善

利用不能となった備品
の廃棄や、備品システ
ムを活用した学校間で
の相互利用を行う。

438

【上見委員】廃棄や相互利用を進めていただきた
い。

学校管理用備
品整備事業（中
学校）

教育活動を円滑に行うため、複写機、印刷機のリースを
行ったほか、生徒用机・椅子の修繕・購入、その他備品
の購入を行いました。

購入要望校への
対応率：
８９％

購入要望校への対
応率：
６０％

3,988 改善

利用不能となった備品
の廃棄や、備品システ
ムを活用した学校間で
の相互利用を行う。

448

【上見委員】廃棄や相互利用を進めていただきた
い。

教材・教具整備
費（小学校）

各学校の状況に応じ、図書、教材備品、理科教育施設
備品、特別支援学級用備品の購入を行いました。

学校図書充足率：
１１１．５％

学校図書充足率：
１００％

17,802 改善

学校図書については、
すべての学校が図書
標準を上回るよう継続
的に充実を図っている
が、図書標準を上回っ
ている学校において
も、継続的に図書の入
れ換えを行う必要があ
る。

441

【上見委員】必要な図書・備品の購入を可能な限
り進めていただきたい。

教材・教具整備
費（中学校）

各学校の状況に応じ、図書、教材備品、理科教育施設
備品、特別支援学級用備品、教育課程備品の購入を行
いました。

学校図書充足率：
１２０．４％

学校図書充足率：
１００％

13,538 改善

学校図書については、
すべての学校が図書
標準を上回っている
が、継続的に図書の
入れ換えを行う必要が
ある。

451

【上見委員】必要な図書・備品の購入を可能な限
り進めていただきたい。
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〇必要な図書・備品の購入を可能な限り進めら
れたい。
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教育総務課・学校施設室

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

所
属

施
策

努力目標 取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
決算額
（千円）

方向 内部評価 評価委員の意見
指　標 整理

番号

教職員住宅管
理経費

伊賀市教職員住宅の維持管理を行いました。
老朽化に伴うガスコンロや畳などの取替及び入退去に
伴うカギの交換を行いました。

入居率：６０％ 入居率：１００％

489 改善

遠距離通勤者や遠方
から赴任する教職員に
対する事業として継続
したい。施設（設備）の
老朽化が進んできてい
るため適宜、修繕等を
行い、施設の維持管
理に努める。また、入
居率向上のため、通常
の年度末の募集に加
え、年度途中において
も募集する。

415

【加納委員長】市外や遠方から赴任する教職員
が、安心して勤務に専念できる住宅環境のため
に、教職員住宅の改修整備に尽力されたい。
【上見委員】住宅の維持・管理は大切なことだと
思います。進めていただきたい。また、入居者の
年度途中の募集などで１００％入居を目指された
い。

〇市外や遠方から赴任する教職員が、安心して
勤務に専念できる住宅環境のために、教職員住
宅の改修整備に尽力されたい。

施設維持管理
経費（小学校）

関係法令等に基づき、開校中の市内18小学校の施設に
ついて、保守点検や清掃、修繕を行いました。
保守点検は、空調設備、自家用電気工作物、遊具、浄
化槽、ろ過機等にかかる保守点検を行うとともに、害虫
防除や受水槽・高架水槽の清掃、剪定業務のほか、警
備業務委託を行いました。 施設の修繕として、空調設備
の補修や水回り設備の補修、照明器具の取替、プール
ろ過機や雨漏り修繕などを行いました。

施設事故防止率：
１００％

施設事故防止率：
１００％

38,379 改善

児童の安全を確保し、
良好な教育環境を保
持するため、施設の管
理及び補修等を実施し
ており、継続したい。修
繕が必要な箇所が多
いため、営繕作業員
（会計年度任用職員）
を雇用することで、迅
速対応、経費削減及
び学校との信頼関係
が築かれており、この
取り組みを拡大した
い。また、保守点検等
にかかる委託経費が
かさんでいるため、他
部署の施設と合わせ
て発注する。

435

【吹上委員】迅速対応の意義は大きい。
【上見委員】安全・安心を貫くために迅速に進め
ていただきたい。
【金山委員】児童の安全確保、良好な教育環境保
持に迅速対応を評価。さらに進めてほしい。

施設維持管理
経費（中学校）

関係法令等に基づき、開校中の市内10中学校の施設に
ついて、空調設備、自家用電気工作物、浄化槽、遊具等
にかかる保守点検を行うとともに、害虫防除業務、受水
槽・高架水槽の清掃、剪定・草刈業務のほか、警備業務
の委託を行いました。
施設修繕として、空調設備の補修や水回り設備の補修、
照明器具の取り替えや、雨漏りの修理などを行いまし
た。

施設事故防止率：
１００％

施設事故防止率：
１００％

22,143 改善

生徒の安全を確保し、
良好な教育環境を保
持するため、施設の管
理及び補修等を実施し
ており、継続したい。修
繕が必要な箇所が多
いため、営繕作業員
（会計年度任用職員）
を雇用することで、迅
速対応、経費削減及
び学校との信頼関係
が築かれており、この
取り組みを拡大した
い。また、保守点検等
にかかる委託経費が
かさんでいるため、他
部署の施設と合わせ
て発注する。

445

【上見委員】安全・安心を貫くために迅速に進め
ていただきたい。
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〇児童の安全確保、良好な教育環境保持の迅速
対応を評価する。安全・安心な教育環境のために
さらに進められたい。
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教育総務課・学校施設室

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

所
属

施
策

努力目標 取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
決算額
（千円）

方向 内部評価 評価委員の意見
指　標 整理

番号

施設改修事業
（小学校）

委託料として、成和西小学校他２校屋内運動場LED照
明交換工事設計業務委託などを行いました。
施設改修として、上野西小学校空調設備更新工事、壬
生野小学校　普通特別教室棟（東棟）トイレ改修工事、
三訪小学校理科室他空調設備設置工事、柘植小学校
屋内運動場ＬＥＤ照明交換工事及び市内小学校の遊具
の更新などを実施しました。
また、成和東小学校高圧機器改修及び友生小学校の昇
降機修繕などを行いました。

空調設備整備校
数：
１８校

空調設備整備校
数：
１８校

172,066 改善

小学校施設について
は、多くが築30年を超
え老朽化が進んでいる
ことから、施設を可能
な限り長期に使用し、
整備にかかるコストの
抑制を考慮した学校施
設長寿命化計画の実
施計画に基づき、交付
金を活用しながら適正
な施設の改修を実施
する。

439

【杉澤委員】近年の最高気温35℃以上の猛暑日
が続く状況を鑑みると、特別教室の100％エアコ
ン配備早期実現を目指すとともに、災害時の指定
緊急避難場所や指定避難所になっている体育館
のエアコン配備を優先的に検討してください。
【上見委員】適切な施設の改修を実施されたい。

施設改修事業
（中学校）

委託料として、大山田中学校大規模改造工事監理業務
委託及び青山中学校大規模改修工事設計業務委託な
どを行いました。
施設の改修として、大山田中学校大規模改造工事、柘
植中学校及び霊峰中学校の防火設備改修工事などを
行いました。

空調設備整備校
数：
１０校

空調設備整備校
数：
１０校

560,927 改善

中学校施設について
は、多くが築30年を超
え老朽化が進んでいる
ことから、施設を可能
な限り長期に使用し、
整備にかかるコストの
抑制を考慮した学校施
設長寿命化計画の実
施計画に基づき、交付
金を活用しながら適正
な施設の改修を実施
する。

449

【杉澤委員】近年の最高気温35℃以上の猛暑日
が続く状況を鑑みると、特別教室の100％エアコ
ン配備早期実現を目指すとともに、災害時の指定
緊急避難場所や指定避難所になっている体育館
のエアコン配備を優先的に検討してください。
【上見委員】安全・安心のため、適正な施設の改
修等を実施されたい。

学校給食管理
経費

学校給食衛生管理基準に基づき、自校で給食を実施す
る７校（内中学校１校）を対象に、給食調理員の検便検
査、調理場消毒を実施したほか、石鹸液、消毒アルコー
ル、ペーパータオル等の衛生用品（消耗品）の配備や調
理器具、施設の修繕を行うとともに、老朽化した保冷庫
や食器洗浄機などの備品を購入しました。
また、地産地消を推進するため、伊賀米や伊賀産菜種
油を購入しました。給食センター配送校13校に教育活動
（配膳）サポーターを配置しました。食育推進や保護者の
子育て支援のより一層の具現化を図るために、令和５年
度から小中学生の給食費を無償化しました。

自校方式における
給食実施予定日
での給食実施率：
１００％

自校方式における
給食実施予定日で
の給食実施率：
１００％

163,378 継続

給食の安全性を保つ
ための施設管理や衛
生管理の指導を継続
する。無償化に伴う保
護者負担分について、
継続的な財源を確保
する。 484

【伊室副委員長】今後も地元食材の活用を進めら
れたい。
【上見委員】食の安全保持のために指導を継続さ
れたい。財源確保についても尽力されたい。

〇今後も地元食材の活用を進められたい。

〇食の安全保持のために指導を継続されたい。
財源確保についても尽力されたい。
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〇近年の最高気温35℃以上の猛暑日が続く状況
を鑑みると、特別教室の10０％エアコン配備早期
実現を目指すとともに、災害時の指定緊急避難
場所や指定避難所になっている体育館のエアコ
ン配備を優先的に検討されたい。
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学校教育 

令和５年度実績値 令和５年度目標値

1 学校マニフェ
スト

英語指導助手
招へい経費

JETプログラムを通じてカナダ（１人）、アメリカ（１人）、
オーストラリア（１人）からALT（中学校英語指導助手）を
招へいし、計３人のＡＬＴが１０中学校において英語科を
はじめ各校の教育活動に参画しました。
また、小学校の英語授業においては、１８小学校におい
て小学校外国語指導助手を６人派遣し外国語活動を支
援しました。

R５年度は帰国するALTがいなかったため、新規ALTも
来日しませんでした。

中学校１クラスあ
たりのＡＬＴ派遣日
数：
９．０日

中学校１クラスあた
りのＡＬＴ派遣日数：
８．０日

2,595 改善

今後も、各校での打ち
合わせの時間を十分
確保しながら、ＡＬＴと
指導者が連携した授
業を展開することがで
きるようにする。また小
学校外国語指導助手
とALTとが毎月話をす
る機会をとり、英語教
育における情報交換
や小中連携を意識した
取組を進めていく。

420

【加納委員長】小学校５，６年生の英語授業と中
学校の英語科との５年間の連続した学びを確立
するため、小中学校の担当それぞれが情報交換
や指導方法の工夫を継続されたい。
【上見委員】小中連携により一層進めていただき
たい。

〇小学校５，６年生の英語授業と中学校の英語
科との５年間の連続した学びを確立するため、小
中学校の担当それぞれが情報交換や指導方法
の工夫を継続されたい。

キャリア教育推
進事業

１．「自分発見！中学生・地域ふれあい事業」において、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施を制限
していた中学生の職場体験活動は、すべての中学校(10
校)で実施することができました。継続して、地域の方を
講師として学校に招聘しお話を聞かせていただいたり、
聞き取り活動も行ったりしました。また、小学校の体験活
動についても、地域企業と連携した工場見学等を新たに
加え、これまで通りではなく精選を行った上で実施するこ
とができました。これらのことにより、働いている方の思
いに触れ、地域の産業について理解を深めるとともに、
自分の将来について考えることができました。
２．各学校における発達段階に応じた教育課程のあり方
を研究しました。
３．キャリア・パスポートによる系統的なキャリア教育の
推進を図りました。
４．「伊賀市キャリア教育研修会」を開催（１月１９日）し、
追手門学院大学の三川俊樹教授から、各校での「キャリ
ア・パスポート」の実践をもとに、児童生徒の社会的、職
業的自立に向けた指導の在り方についてご示唆いただ
きました。

自分の生き方や
進路を深く見つめ
ることが「大変でき
た」「できた」生徒：
８６％

自分の生き方や進
路を深く見つめるこ
とが「大変できた」
「できた」生徒：
９０％

2,503 改善

職場体験活動につい
て、すべての中学校で
再開することができた
半面、事業所によって
は、規模縮小や人員
の減少によって、中学
生の受け入れが不可
となるところも見られ、
積極的に中学生を受
け入れてくれる事業所
の情報など、学校間で
共有できるようにした
り、教育委員会からも
学校へ積極的に情報
を発信したりしていく。
今後、ICT機器を活用
しながら、地元企業や
地域人材との出会い
学習、オンライン工場
見学など、新たな取り
組みを工夫しながら進
めていく。

421

【加納委員長】中学生にとっての職場体験活動
は、進路はもとより自らの中学校生活を見つめ直
す大切なきっかけとなっている。今後とも事業所
や地域の理解と協力が得られるよう尽力された
い。
【伊室副委員長】職場体験活動は重要に感じま
す。事業所と協議しながら積極的に進めていくこ
とを望みます。
【上見委員】先進校に学び、各校で情報交換しな
がら新たな取り組みを進めていただきたい。
【金山委員】職場体験が全ての学校で行なわれて
いることに評価。体験を通し、地域の産業、生活
を学び、将来につなげるように努めてほしい。

〇職場体験が全ての学校で行なわれていること
を評価したい。

〇中学生にとっての職場体験活動は、進路はも
とより自らの中学校生活を見つめ直す大切なきっ
かけとなっている。今後とも事業所や地域の理解
と協力が得られるよう尽力され、職場体験を通
し、地域の産業、生活を学び、将来につなげるよ
う積極的に進められたい。

〇先進校に学び、各校で情報交換しながら新た
な取り組みを進められたい。

外国人児童生
徒支援事業

１．初期適応指導教室（チャレンジ教室）を運営し、１８８
日間、教室を開きました。
２．「外国人児童生徒と保護者のための進路ガイダンス」
を９月２４日に実施しました。
３．日本語指導者研修会を５月１５日及び８月１７日に実
施しました。
４．日本語指導コーディネーターを各校に派遣しました。
５．巡回相談員（県費）を派遣しました。
６．外国人児童生徒日本語補助員を配置しました。（小
学校２人）
７．教育相談、保護者への説明の際の通訳派遣、翻訳
支援を行いました。
８．日本語指導が必要な児童生徒を対象に漢字能力検
定の検定料を補助しました。（受験者１９４人）
９．市内小中学校に子が就学している保護者の学校、教
育等に関する相談の通訳対応を電話やビデオ通話で行
えるタブレットを学校教育課・上野東小・上野西小（以外
は学校教育課より貸出）に配置し、学校との懇談や教育
相談で不便を生じないよう外国語での相談ができる体制
を整えました。委託先：株式会社スマートボックス

高校進学率：
８１％

高校進学率：
９０％

5,109 改善

日本語指導が必要な
外国人児童生徒が
年々増加しており、令
和５年度の在籍率は
全児童生徒数の5.8％
を超える割合となって
いる。日本語の理解が
ほとんどできない児童
生徒が突然編入してく
ることも少なくなく、初
期の日本語指導から
進路保障まで、切れ目
のない支援体制の充
実に努める必要があ
る。しかし、初期適応
指導教室の利用は保
護者の送迎が必要で
あることから、これまで
利用することが難しい
ケースもあった。リモー
トによる日本語指導を
活用しつつ、日本語指
導ボランティア等の活
用を検討していく。
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【加納委員長】外国籍生徒の日本語習得状況や
日本の生活環境に慣れたか否かは、それぞれに
異なる。様々なツールや人材を活用した学習支
援と中学校卒業後の進路保障を継続されたい。
【杉澤委員】市内小中学校に子どもが就学してい
る保護者の学校、教育等に関する相談の通訳対
応を電話やビデオ通話で行えるタブレットを学校
教育課・上野東小・上野西小（以外は学校教育課
より貸出）に配置し、学校との懇談や教育相談で
不便を生じないよう外国語での相談ができる体制
を整えたことは画期的な取り組みだと評価しま
す。一方、保護者の不安を取り除き、円滑なコミュ
ニケーションを進める上でも、通訳を交えて教員
と保護者が対面で面談する機会が必要だと考え
ます。母語が話せる支援員の確保を求めます。
【上見委員】現場では大変ご苦労されている課題
だと存じます。先進の学校や自治体に学ぶなどし
ながら効果的な支援を進めていただきたい。

〇市内小中学校に子どもが就学している保護者
の学校、教育等に関する相談の通訳対応を電話
やビデオ通話で行えるタブレットを学校教育課・
上野東小・上野西小（その他の学校は学校教育
課より貸出）に配置し、学校との懇談や教育相談
で不便を生じないよう外国語での相談ができる体
制を整えたことは画期的な取り組みと評価した
い。

〇保護者の不安を取り除き、円滑なコミュニケー
ションを進める上でも、通訳を交えて教員と保護
者が対面で面談する機会が必要だと考えます。
母語が話せる支援員の確保を望む。

〇外国籍生徒の日本語習得状況や日本の生活
環境に慣れたか否かは、それぞれに異なる。
様々なツールや人材を活用した学習支援と中学
校卒業後の進路保障など効果的な支援を先進事
例を取り入れながら継続されたい。

評価委員の意見(まとめ案）
決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
指　標
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学校教育 

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
指　標所

属
施
策

努力目標

人権同和教育
推進事業

１．各学校（園）において、伊賀市人権同和教育基本方
針に基づいた研究課題にそって、研究テーマを設定し、
人権・同和教育の研究と実践を行いました。
２．幼稚園・小中学校全教職員で学校人権・同和教育部
会を組織し、全市的に人権・同和教育の研究と推進を伊
賀市学校人権・同和教育部会に委託しました。（伊賀市
学校人権・同和教育部会研究事業）
　①授業交流会（10月27日柘植小学校、11月10日青山
中学校、11月14日上野西小学校、11月17日島ヶ原小学
校）
　②部落問題を考える小学生（11月2８日参加者：児童57
名）及び中学生の集い（12月5日参加者：生徒50名）
　③教職員研修（人権・同和教育推進委員研修会6月19
日、1月26日）など
　　 ブロック別研修会（Ａブロック8月25日、Ｂブロック9月
9日、9月29日、Ｃブロック5月26日）
　　研究大会等での報告（「せいかつ」実践交流会：青山
小学校、三重県人権・同和教育研究大会：大山田小学
校、上野東小学校、柘植中学校）

人権・同和教育の
推進を「十分図れ
た」「図れた」学校
数：
２８校

人権・同和教育の
推進を「十分図れ
た」「図れた」学校
数：
２９校

2,527 充実

人権同和教育は、伊
賀市の学校教育の根
幹にかかわるものであ
り、学校マニュフェスト
の柱の一つと位置付
け・取組を推進してい
る。また、子どもを取り
巻く状況においても差
別事象やいじめ等が
起きていることから「伊
賀市人権同和教育基
本方針」に基づき、学
校（園）において今後も
積極的に人権・同和教
育を展開することは重
要である。しかし、経験
年数の少ない教職員
が年々増えているた
め、連続形式や、経験
年数を意識した研修会
を実施する等して今ま
での教育実践を引き
継いでいく。

423

【加納委員長】人権教育推進において、部落差別
をはじめとする様々な差別の解消に向けた取組
に学んできたことは多くあり、成果として差別の減
少に至っているものの皆無ではない。教職員一
人ひとりが差別の現実からスタートする人権同和
教育が必要であると痛感する。研修会の参加、課
題に即した教育実践の積み重ねを継続された
い。
【上見委員】現場におかれましても最重要な課題
であり、これまで積み上がっている教育実践に学
び日々取り組まれたい。

〇人権教育推進において、部落差別をはじめと
するさまざまな差別の解消に向けた取組に学ん
できたことは多くあり、成果として差別の減少に
至っているものの皆無ではない。教職員一人ひと
りが差別の現実からスタートする人権同和教育
が必要であると痛感する。研修会の参加、課題に
即した教育実践の積み重ねを継続されたい。

学力向上推進
事業

１．中学校1年生で標準学力検査（ＮＲＴ）を実施しまし
た。
２．伊賀市学力向上プロジェクト委員会を開催しました。
（９月２１日）
３．各校での学力向上アクションプランの作成・実行・評
価・改善のサイクルを定着させました。
４．標準授業時数の確保に努めました。
５．「家庭学習・読書のすすめ」を作成し。小学1年生、中
学1年生に配布しました。
６．武庫川女子大学の森脇教授を招いて学力向上改善
研修会を実施しました。（10月２６日）
７．教育アドバイザーを各校に派遣しました。（年間112
回）
８．中学３年生全員を対象に、実用英語技能検定を実施
しました。
９．郷土教育冊子『伊賀のこと』を作成し、研修会等で郷
土教育を推進しました。

学力検査における
市内中学校の平
均点の全国比：
９８％

学力検査における
市内中学校の平均
点の全国比：
１００％

5,084 改善

児童生徒の学力の定
着状況を把握・分析
し、明らかになった課
題を基に授業改善を
行うとともに、学力向
上プロジェクト委員会
の機能を充実させ、教
職員研修体制の充実
に努める必要がある。
また、ＩＣＴ機器を活用
した教育活動により、
児童生徒一人ひとりに
応じた教育を推進して
いく。令和５年度も昨
年度に引き続き、小学
校国語、小学校算数
については全国比１０
０を超えることができた
が、中学校数学、中学
校国語については全
国比９７．７であったこ
とから、特にこの部分
にかかわって授業改
善等の手立ての強化
をしていく。
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【加納委員長】　中学校３年生で英検３級取得を
目指す取組が受験者数も合格者数も増加傾向に
あることから、成果が出ていると思われる。英語
学習に対する意欲向上につながる指導の工夫を
継続されたい。
【伊室副委員長】「家庭での学習時間」を確保する
家庭への働きかけが、一層の学力向上になるの
ではないでしょうか。
【杉澤委員】AIアプリやICT機器を活用した学習進
度に応じた課題を与える個別最適な学びに加え
て、児童生徒が主体的に問題を見いだし、自己
の問題解決を計画して実行、評価、改善するタイ
プ（探究学習や自己調整学習）の個別最適な学
びの指導ができるようにするための教員研修を
実施することを提案します。このことの必要性は、
令和6年度全国学力・学習状況調査結果からも明
らかにされています。
【上見委員】授業改善（経験年数の少ない教職員
向け）とともに、児童・生徒の学習意欲の向上を
図る取り組みを進めていただきたい。

〇中学校３年生で英検３級取得を目指す取組が
受験者数も合格者数も増加傾向にあることから、
成果が出ていると思われる。英語学習に対する
意欲向上につながる指導の工夫を継続された
い。

〇AIアプリやICT機器を活用した学習進度に応じ
た課題を与える個別最適な学びに加えて、児童
生徒が主体的に問題を見いだし、自己の問題解
決を計画して実行、評価、改善するタイプ（探究学
習や自己調整学習）の個別最適な学びの指導が
できるようにするための教員研修の実施をの望
む。このことの必要性は、令和6年度全国学力・
学習状況調査結果からも明らかにされています。

〇授業改善（経験年数の少ない教職員向け）や
「家庭での学習時間」を確保する家庭への働きか
けなど、児童・生徒の一層の学習意欲の向上を
図る取り組みを進めていただきたい。

特別支援教育
充実事業

１．教育支援員及び特別支援教育支援員（58人）を配置
し、特別な支援が必要な児童生徒のニーズにあった支
援を行う体制を作りました。
２．児童生徒の正しい理解のために専門機関による巡
回相談及び発達検査（68人）実施し、適切な支援につな
げました。
３．個々のニーズにあった指導・支援につなげるため、専
門機関による就学相談（110人）を実施するとともに、全5
回の教育支援委員会で審議（187件）を行いました。

教育支援員・特別
支援教育支援員
配置：
５８人

教育支援員・特別
支援教育支援員配
置：
５７人

688 改善

年々、発達に課題があ
り特別な支援を要する
児童生徒は増加して
おり、児童生徒の教育
的ニーズに応じた取組
が進んできているが、
より適切な支援が必要
である。そのため、関
係機関との連携によ
り、巡回相談や発達検
査等を行い、児童生徒
一人ひとりの多様な課
題に対応できるよう適
切な支援体制の充実
をめざす。また、通級
指導をすべての学校
で実施できる体制を整
備する。
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【加納委員長】特別支援教育においては、適切な
支援体制のさらなる充実を目指すとともに、児童
生徒のニーズに応じた通級指導の実現に尽力さ
れたい。
【上見委員】多様な課題に対応できるよう、きめ細
かい支援を進めていただきたい。
【金山委員】支援を要する児童が増加している
中、適切な支援の更なる充実、又全ての学校で
通級指導ができるように努める。

〇特別支援教育においては、適切な支援体制のさら
なる充実を目指すとともに、児童生徒のニーズに応じ
た通級指導をすべての学校で実現できるいよう尽力さ
れたい。
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生徒指導推進
事業

１　各学校において、家庭訪問、巡視・補導、関係機関と
の連携・対応等の生徒指導活動に取り組むとともに、教
育相談体制・生徒指導体制の不断の見直しを図り、問
題行動等の早期発見、早期対応や未然防止に取り組み
ました。
２　スクールソーシャルワーカーを２人配置しました。
３　不登校やいじめの早期発見、早期解決を図るため、
全小中学校で学級満足度調査（Q-U調査）を２回実施し
ました。
４　全学校にいじめ問題相談員を105人を配置し、地域
においてもいじめ問題を相談できる体制を作りました。
５　生徒指導総合連携会議を開催し、伊賀市における生
徒指導に関する組織づくりを図るとともに、各学校（園）
において、関係機関と一体となって、多様な問題行動等
の予防や解決と児童生徒の健全育成に向け、地域の
ネットワークづくりを踏まえた実践的な取組について、有
識者を招聘するなど、学習する機会をもちました。（開催
日：6月23日、8月4日、10月12日、11月13日）
６　伊賀市生徒指導サポート会議を12回開催し、関係機
関や地域との連携を密にするとともに、生徒指導上の課
題の未然防止・早期発見早期解決等を図りました。
７　いじめ問題対策連絡協議会を開催し、いじめ防止等
に関係する期間及び団体が、いじめ防止対策において
連携が図れるよう、それぞれの取組についての情報交
換等を行いました。（開催日：7月18日、1月29日）

小中学校における
問題発生件数：
３１件

小中学校における
問題発生件数：
０件

2,489 改善

子どもたちの心や人間
関係は時々刻々変化
しており、いじめ事案
や不登校など、解消し
たと思われても再発す
る可能性もある。一人
ひとりの子どもの声を
きいたり、学校生活等
での様子から子どもた
ちの状況を把握したり
するとともに、関係機
関と連携しながら問題
行動等の早期発見・早
期対応を図っていく。
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【加納委員長】気にかかる児童生徒に対しては、
小中間の連携により義務教育９年間の連続した
見守りをお願いしたい。
　問題行動の低年齢化は非常に悩ましい。地域
にも子どもの居場所ができつつあるが、どの子ど
もにも安心して生活できる環境が保障されるよ
う、地域や関係機関と連携しながら支援していた
だきたい。
　Q-U調査やいじめアンケート等に現れる子ども
の訴えやサインを見逃さず、問題行動の早期発
見、早期対応につなげて欲しい。
【伊室副委員長】社会状況が複雑化していく中
で、現状を的確に把握し適切な対応をお願いした
い。
【上見委員】たいへんご苦労されている課題だと
存じます。まさに関係機関や地域と連携しながら
問題行動の早期発見・早期対応に努めていただ
きたい。
【金山委員】生徒指導推進事業の取組を評価しま
す。家庭、社会状況により、不登校などの原因も
多種化している中、早期発見、早期対応に努め
る。

〇生徒指導推進事業の取組を評価したい。

〇気にかかる児童生徒に対しては、小中間の連
携により義務教育９年間の連続した見守りを望
む。

〇問題行動の低年齢化は非常に悩ましい。地域
にも子どもの居場所ができつつあるが、どの子ど
もにも安心して生活できる環境が保障されるよ
う、地域や関係機関と連携しながら支援された
い。

〇社会状況の複雑化、不登校などの原因も多様
化している中、Q-U調査やいじめアンケート等に
現れる子どもの訴えやサインを見逃さず、現状を
的確に把握し、問題行動の早期発見、早期対応
に努められたい。

地域とともに学
校マニフェスト
推進事業

１．下記内容を必須として事業を実施し、各小中学校長
が作成する「学校マニュフェスト」の実現を図りました。
　・学力向上推進事業
　・人権同和教育研究事業
　・キャリア教育推進事業
２．学校支援地域本部推進事業を受け、各校に学校支
援地域本部を設置して、学校関係者や地域の団体、地
域住民のボランティア、保護者等と連携・協働しながら、
地域学校協働活動を実施するため、学校区単位の学校
支援地域本部に補助金を交付しました。

「人の役に立つ人
間になりたい」と思
える児童生徒：
９６％

「人の役に立つ人
間になりたい」と思
える児童生徒：
９７％

11,779 改善

各小中学校が地域の
協力を得て、「学力の
向上」「人権同和教育
の充実」「キャリア教育
の推進」を進めること
は、伊賀市が目指す
教育の根幹であり、市
民に望まれている。今
後、学校運営協議会を
中心に学校と地域がよ
り連携を深め、学校マ
ニフェストを推進するこ
とにより、さらに地域が
参画していける事業に
進化していく必要があ
る。そのため、学校運
営協議会委員及び教
職員を対象とした研修
会を実施し、伊賀市の
課題や校区の課題に
ついて連携を深め、学
校と地域がより連携を
深められるようにす
る。

427

【加納委員長】地域の教育力が、学校教育活動
の資源、エネルギーとして活用されることを望む。
【上見委員】学校と地域（まず校区）との連携が深
められる教育実践を進めていただきたい。
【金山委員】「人の役に立つ人間になりたい」と思
える児童数が多く、希望が持てます。引き続き地
域との連携を深め取り組んでほしい。

〇「人の役に立つ人間になりたい」と思える児童
数が多く、希望が持てる。地域の教育力が、学校
教育活動の資源、エネルギーとして活用されるこ
とを望む。

部活動指導者
配置促進事業

中学校の部活動において、専門的な知識や技術を有す
る人材を部活動指導員として、７中学校（崇広・緑ヶ丘・
上野南・霊峰・阿山・大山田・青山）に配置しました。（延
べ1260時間）

令和５年度は、部活動の地域移行に向けた体制整備
（伊賀市地域クラブ活動連絡協議会規約、役員・事務局
体制等）のため役員会等で協議を重ね、「伊賀市地域ク
ラブ活動連絡協議会」（１月２３日）を行いました。

なし
（競技力の向上を
目的としているた
め）

なし
（競技力の向上を
目的としているた
め）

2,299 改善

生徒及び教職員の双
方にとって良い結果と
なる事業であるが、指
導者の人材確保が難
しい。そのため、関連
部局及び学校と連携
し、地域の人材に向け
て周知を図ったり、各
校のニーズを把握した
りする。

428

【上見委員】指導者の人材確保が本当に難しいと
存じます。高齢者（６５才～）になっても会社など
で働き続ける人が多くいます。保護者の協力から
始めることぐらいしか思いつきません。

〇高齢者になっても会社などで働き続ける人が
多く、保護者の協力などを含め、指導者の人材確
保を図ることを望む。
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学校教育 

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
指　標所

属
施
策

努力目標

教職員研究研
修経費

１．部会別教育研究活動の充実を図りました。
２．教職員研修の充実を図りました。
３．研究指定校研究推進事業の充実を図りました。
　・委託先：上野南中・三訪小・柘植小・壬生野小「学校
研究指定校研究推進委員会」（４校）
　・また、成和西小・緑ケ丘中・上野南中・上野西小・上
野東小については、ＧＩＧＡスクール構想の推進に向けた
研究事業を行いました。

研究講座の参加
人員（延べ数）：
１，２２７人

研究講座の参加人
員（延べ数）：
６００人

42,037 改善

教職員の指導力向上
が、子どもたちの学力
をはじめとする能力や
意欲の向上につなが
る。教師の指導力向上
に役立てるため、また
資質向上のために研
修の機会を今後も提
供していく。教職員の
働き方改革が課題とな
る中、基本的に対面式
で人数制限のない形
での研修を行うが、研
修会の内容に関わっ
て、職場から参加でき
るような遠隔研修と、
顔を見合わせて交流
すべき対面研修のハ
イブリッドも検討してい
く。

430

【杉澤委員】学力向上推進事業の項目に記述し
たことを実現するための教職員研究研修の実施
を要望します。
【上見委員】県内だけでなく県外研修の機会も提
供されたい。例えば年度内に教職員は１人1回は
県外、1人１回は県内研修（研究発表会に参加す
るなど）の機会の提供など。

〇学力向上推進事業の項目に記述したこと（探
究学習や自己調整学習）の個別最適な学びの指
導を実現するための教職員研究研修の実施を望
む。

〇県内だけでなく県外研修の機会を提供された
い。

伊賀市教育研
究センター管理
運営経費

教育研究センターの管理運営
　・施設整備の保全管理を行いました。
　・学校教育及び社会教育関係者の研修等を４９回開催
しました。
　・研修等に伴う施設使用調整を図りました。
　・教職員、学校、地域連携の支援を行いました。
教育研究センター修繕
　・３階会議室２空調機移設工事
　・高圧機器更新修繕・・・中部電気保安協会指摘事項
　・屋内消火栓設備修繕及び故障個所調査業務・・・消
防設備保守点検指摘事項
　・体育館誘導灯取替修繕
　・１階女子トイレロータンク取替工事

会議室使用延べ
人数：
１０，１４５人

会議室使用延べ人
数：
１１，０００人

6,822 改善

伊賀市の教育研究の
中核的施設である。近
年、子どもたちの学習
を保障するために特別
な支援が必要となって
いる。そのため、各校
へ巡回教育相談をおこ
なったり、、保護者や
地域の方に、子どもの
教育課題の解決に向
けた支援を受けられる
施設であることをホー
ムページ等を利用した
りして、広く市民に周
知をする。また、施設
の老朽化に伴う、更新
工事、修繕工事が必
要となる箇所を選別
し、計画的に予算を計
上していく。

432

【上見委員】教育研究の拠点であるので、更新工
事や修繕工事を必要に応じて着々と進めていた
だきたい。

〇教育研究の拠点であるので、更新工事や修繕
工事を必要に応じて着々と進められたい。
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学校教育 

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
指　標所

属
施
策

努力目標

学校保健管理
経費

小中学校在校生及び教職員を対象に健康診断を実施
し、児童生徒・教職員の健康管理に努めました。また、
小中学校に在校する児童生徒の在校中に発生した災害
に対して給付を行うことにより、保護者の経済的負担を
軽減し、学校教育を円滑に実施することができるように
負担金を支出しました。
教職員の健康診断後の指導区分決定及びストレス
チェックを実施しました。
・児童生徒心臓検診業務委託（小学校１・４年、中学校１
年（1,236人）委託先：（公財）三重県健康管理事業セン
ター
・児童生徒尿検査業務委託（小中学校全学年延べ5,865
人）委託先：（一財）滋賀保健研究センター
・教職員健康診断業務委託（260人）委託先：（一財）三
重県産業衛生協会
・教職員人間ドック指導区分決定業務委託料（延べ507
人）委託先：上野総合市民病院、岡波総合病院、寺田病
院
・ストレスチェック（622人）委託先：公立学校共済組合
・日本スポーツ振興センター負担金（小・中学校延べ
5,275人）
・日本スポーツ振興センター災害共済給付金（災害給付
件数　小学校372件、中学校392件）
・結核高蔓延国からの編入児童生徒に対する結核検査
（20人）

各種健康診断・検
診の受診率：
９９％

各種健康診断・検
診の受診率：
１００％

19,488 改善

健康診断を実施し児
童生徒・教職員の健康
管理に努めているが、
健康診断に係る周知
を徹底し、未受診者減
少を更に目指したい。

417

【上見委員】未受診者ゼロを目指していただきた
い。

教育振興一般
経費

自転車ヘルメット・「子どもSOSの家」旗の購入及び配
布、注意喚起看板等の作成により、児童生徒の安全を
確保しました。
また、教育活動の充実のため市内観光施設を利用した
場合の施設入場料を負担しました。
・児童生徒の安全対策
　中学校自転車通学用ヘルメットの配布（375個）
　「子どもSOSの家」旗の作成（300本）
　注意喚起立看板（「あぶない」102枚、「注意通学路」55
枚）の作成
・市内観光施設利用状況（だんじり会館、伊賀上野城、
伊賀忍術博物館）
　小中学校9校（延べ891人）
・教育活動サポーターを配置しました。（47人）

登下校中の交通
事故発生件数：
４件

登下校中の交通事
故発生件数：
０件

2,346 改善

児童生徒が減少し、今
までのような通学団で
まとまった登下校がで
きなくなってきている状
況の中で、警察や地域
のボランティア等の関
係機関と連携しなが
ら、また児童生徒が被
害者にならないために
交通規則順守の意識
向上を図り、登下校の
安全確保に努めてい
く。

418

【上見委員】児童生徒の安全安心のために警察
や地域ボランティアと連携しながら進めていただ
きたい。

不登校児童生
徒支援事業

伊賀市教育研究センターふれあい教室において、以下
の内容に取り組みました。
１　不登校児童生徒に対する適応指導活動（40日）
２　児童生徒及び保護者との教育相談活動（40回×2
人）
３　不登校の実態把握
４　教育相談に関わる教職員研修を企画し４回開催
５　ふれあい教室職員の事例検討会における指導助言
（心理の専門家を招聘）

不登校児童生徒
の好ましい状況変
化の割合：
７２％

不登校児童生徒の
好ましい状況変化
の割合：
１００％

3,339 改善

不登校児童生徒について
は、家庭背景等、学校の
みの対応では解決に至り
にくい事案もあり、校（園）
長会議や生徒指導総合連
携会議において、各機関
の機能やより望ましい連
携のあり方について周知
し、指導主事が各学校に
積極的に指導に入るとと
もに、こども家庭支援課と
連携する。また、不安や悩
みを抱える児童生徒の心
を理解し、直接的・間接的
に支援するスクールカウ
ンセラーや児童生徒が置
かれている環境（学校、家
庭、地域）に働きかけるス
クールソーシャルワーカー
等、専門家の活用をすす
め、関係機関と連携して
いく。また、登校はできる
ものの、自分の教室に入
りづらい児童生徒が、落ち
着いた空間の中で自分に
あったペースで学習・生活
できる環境を崇広中学校
内にモデル的に設置す
る。

419

【加納委員長】伊賀市教育支援センターふれあい
教室が、不登校児童生徒の居場所であり、さら
に、学びを保障する場であることを望む。
　また、地理的条件から、当該センター通級が困
難な児童生徒においては、在籍校との連携を密
にし、担任等に対する指導助言に務められたい。
【伊室副委員長】社会状況が複雑化していく中
で、取り残された児童・生徒がいないような教育
環境が必要です。
　「ふれあい教室」へも行けない児童・生徒をどう
するのか。根気強くあたたかい支援をお願いした
い。
【上見委員】現場でご苦労されている課題である
と存じます。児童生徒の保護者のニーズに応じて
モデル事業を展開されたい。
【金山委員】不登校児童については、学校のみの
対応では解決しにくい事が多い中、外部関係者と
連携している対応を評価。さらに継続進めていく
ように努める。

〇伊賀市教育支援センターふれあい教室が、不
登校児童生徒の居場所であり、さらに、学びを保
障する場であることを望む。

〇地理的条件から、教育支援センター通級が困
難な児童生徒においては、在籍校との連携を密
にし、担任等に対する指導助言に努められたい。

〇取り残された児童・生徒がいないような教育環
境が必要です。「ふれあい教室」へも行けない児
童・生徒をどうするのか。根気強くあたたかい支
援を望む。

〇不登校児童については、学校のみの対応では
解決しにくい事が多い中、外部関係者と連携して
いる対応を評価する。継続に努められたい。
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学校教育 

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
指　標所

属
施
策

努力目標

就学奨励費
（小学校）

１．学用品費、通学用品費、新入学児童学用品費、通学
費、修学旅行費、校外活動費、学校病医療費の給付を
行いました。また、市内小学校入学予定の対象児童に
入学準備金を支給（52人）しました。
２．特別支援教育就学奨励費の給付を行いました。

ただし、学校給食費無償化に伴い、学校給食費支給が
ないことから前年度決算額より減額となっています。

特別支援教育就
学奨励費認定者
数：
２３５人

特別支援教育就学
奨励費認定者数：
２５０人

14,173 改善

前年度と同様に、保護
者の離職や長期休業
等による急激な所得の
減少があった場合は、
児童生徒の家庭の経
済状況を考慮して認定
するなど、弾力的に対
応していく。

440

【上見委員】弾力的に対応していただきたい。

就学奨励費
（中学校）

１．学用品、通学用品費、新入学生徒学用品費、通学
費、修学旅行費、校外活動費、学校病医療費の給付を
行いました。また、市内中学校入学予定の小学校６年生
対象児童に入学準備金を支給（88人）しました。
２．特別支援教育就学奨励費の給付を行いました。

ただし、学校給食費無償化に伴い、学校給食費支給が
ないことから前年度決算額より減額となっています。

特別支援教育就
学奨励費認定者
数：
８８人

特別支援教育就学
奨励費認定者数：
８５人

17,325 改善

前年度と同様に、保護
者の離職や長期休業
等による急激な所得の
減少があった場合は、
児童生徒の家庭の経
済状況を考慮して認定
するなど、弾力的に対
応していく。

450

【上見委員】弾力的に対応していただきたい。
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　※教育総務課・学校施設室へ記載
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給食C 

令和５年度実績値 令和５年度目標値
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1 学校施設整
備

給食センター管
理運営経費

　
伊賀市では、子育て支援施策として2023(令和5)年4月から
伊賀市立の小中学校で、給食費の公費負担を実現しまし
た。そのような状況の中で、以下の3つの視点で給食セン
ターの取組を推進します。
①２つの給食センターの管理・運営
・安心安全でおいしい学校給食を安定的に提供できるよ
う、衛生管理や食材購入、調理・配送・施設整備、維持管
理を行った。（小学校給食センター元気は、PFI方式により
ます。）　年間給食回数：192回　１学期69回、２学期75回、
３学期48回
・いがっこ給食センター夢（2,320食／日）、いがっこ給食セ
ンター元気（2,000食／日）
②食育の推進
・地元食材を紹介する「給食だより」の発行と市ＨＰへの献
立（食材の詳細）、食育教材の提示を毎月行った。
・給食センターにおける調理工程や衛生管理等について学
ぶため、児童の見学受け入れを行った。
・各学校へ残食率の資料提供を行った。いがっこ給食セン
ター夢8.6%(前年9.2%)　いがっこ給食センター元気4.13%(前
年3.82%)
③地場産食材の優先活用
・物資納入業者と連携し、食材の確保や価格の調整を図り
ながら、地場産（伊賀・三重産）食材を積極的に使用した。
・地場産率は、いがっこ給食センター夢64.0％(前年65.3％)
いがっこ給食センター元気62.3％(前年65.6％)　　※物価高
騰で減少した。

学校給食の完全
提供率：
１００％

学校給食の完全提
供率：
１００％

558,253 改善

計画に基づき、令和5
年4月、令和7年4月、
令和9年4月に提供食
数が増加するが、対応
できている。【いがっこ
給食センター元気】
施設老朽化による修
繕や施設整備の予算
確保等、計画的に進め
る。【いがっこ給食セン
ター夢】
センター給食を身近な
ものと感じてもらうた
め、情報発信等を積極
的に行い、食育の充実
につなげ、地元食材を
積極的に活用すること
で、給食に関心を持っ
てもらい、残食の減少
につなげる。【両セン
ターとも】

485

【加納委員長】　指標にある「完全提供率」は、給
食センターの努力だけでは解決できない状況も
想定されるが、食材、調理、配送等の面で十分な
配慮がなされ、子どもたちへの提供が継続される
ことを願う。
【吹上委員】近所の子供が、「給食に伊賀牛が出
た！伊賀牛、おいしかった。」と自慢げに話してく
れました。食から地域を誇れる子が育つと実感し
ました。給食にかかわる皆さんの創意工夫や努
力によって伊賀市の子供たちが育っています。
【上見委員】地元食材の活用や残食の減少に努
めていただきたい。

〇指標にある「完全提供率」は、給食センターの
努力だけでは解決できない状況も想定されるが、
食材、調理、配送等の面で十分な配慮がなされ、
子どもたちへの提供が継続されることを望む。

〇子どもが、「給食に伊賀牛が出た！伊賀牛、お
いしかった。」と自慢げに話をするのを聞いて食
から地域を誇れる子が育つと実感した。これから
も給食にかかわる皆さんの創意工夫や努力に
よって伊賀市の子どもたちが育っていくことを期
待したい。

〇地元食材の活用や残食の減少に努められた
い。

評価委員の意見(まとめ案）
決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見
指　標所

属
施
策

努力目標 取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）

12 給食C 



生涯学習課 

令和５年度実績値 令和５年度目標値

　
人
権
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
習
得
す
る

1 人権啓発 同和教育研究
推進事業

（１）伊賀市内の人権同和教育の充実と発展に資する目
的で、伊賀市人権同和教育研究協議会及び上野社会
同和教育研究会に対し、人権同和教育研究活動事業の
委託を行いました。各団体と連携しながら研修会・学習
会の支援を行いました。
（２）市民を対象に、部落差別をはじめとするあらゆる差
別の撤廃をめざし、伊賀市内における社会教育分野で
人権同和教育を推進するリーダー育成や人権に関する
相談体制の充実を図るため座談会形式の人権教育学
習会（年７回）や聴講型の人権教育研修会（年９回）を開
催いたしました。
（３）各地域での人権課題を共有し人権同和教育を推進
するためのリーダーの育成として、地域に根差した人権
教育・啓発推進事業を実施しました。(６地区）
（４）部落差別をはじめとするあらゆる人権課題に対する
新しい情報や認識を深めるためのチラシを委託・作成し
広く市民や関係団体等に啓発を行いました。

参加数：16,151人 参加数：15,000人

8,213 継続

部落差別をはじめあらゆ
る差別を撤廃するため
に、啓発や教育を社会教
育分野で推進し、市と各
同研の連携により、地域
の状況と課題に応じたき
め細やかな事業を実施
します。主体的に差別を
なくす市民の動きがさら
に広がるよう人権教育・
啓発を進めます。

470

【加納委員長】実施されている学習会や研修会
で、人権を様々な角度から考える講話が参加者
には好評である。人権同和教育の裾野を広げる
取組を今後も継続されたい。
【上見委員】最重要課題と存じます。今後も様々
な機会を通じて一人ひとりの人権意識の高揚を
図る取り組みを進めていただきたい。

〇実施されている学習会や研修会で、人権をさま
ざまな角度から考える講話が参加者には好評で
ある。人権同和教育の裾野を広げる取組、一人
ひとりの人権意識の高揚を図る取組を今後も継
続されたい。

2 隣保館・児童
館・教育集会
所

教育集会所管
理経費

人権感覚豊かな市民を育成し、教育集会所を拠点に実
施する人権講演会や地区学習会、識字教室等への参加
を促進し、人権同和教育の推進にむけて部落問題をは
じめあらゆる人権課題の学習や人権啓発事業の効果的
な施設利用ができるように、管理運営を行いました。
　具体的内容は６館の施設管理、設備点検、修繕・保守
管理等で、実施に際して、予算の適正な執行と無駄を無
くした経費削減、人権同和教育研究の推進と啓発活動
の拠点としての利用促進をめざしました。

施設利用者数：
２０，９３３人

施設利用者数：
２０，０００人

4,948 継続

部落差別解消に取り組
み人権教育・啓発発信
の拠点として、多くの市
民が利用しやすい施設と
して適切な維持管理を行
います。

479

【上見委員】修繕や保守管理も含めて適切な維持
管理を進めていただきたい。

人権教育推進
事業

・小中学生地区学習会、高校生・青年友の会等の開催・
活動支援を行いました。
・識字教室、パソコン教室を開催しました。
・地域子ども会活動の支援、地域保護者会の支援、地域
青年活動の支援、地域老人クラブ活動の支援を行いま
した。
・地域人権団体・地域ＮＰＯ・自治会等、あらゆる世代の
人権教育・啓発活動団体等と連携した人権同和教育研
究活動及び人権啓発活動の支援を行いました。
・教育集会所周辺地域住民対象の人権研修の開催、学
校・教集・地域住民との連絡会議の開催、地域・周辺地
域の人権同和教育推進会議（中学校ブロック）の開催、
人権教育・反戦・平和等のパネル展示等を開催しまし
た。
・就学前から小中学校、高校、地域青年、保護者や地域
住民及び周辺地域住民と共に、部落差別をはじめとす
るあらゆる差別の解消を目指した人権フェスティバルを
開催しました。また自治協議会と共催した夏まつりで人
権トーク＆コンサート、人権啓発パネル展を行いました。

教育集会所を拠点
とした、人権教育相
談、同和教育研究・
啓発活動等の参加
人数：
２１，９８０人

教育集会所を拠点
とした、人権教育相
談、同和教育研究・
啓発活動等の参加
人数：
２０，０００人

5,857 継続

地域周辺住民や、これか
らを担う子どもたちが、
保護者も含め教育関係
機関と連携を取りなが
ら、人権教育推進リー
ダーを育成するためによ
り充実した人権同和教育
を推進します。地域全体
で人権文化の根付くまち
づくりを推進します。

480

【加納委員長】教育集会所を拠点として実施され
ている地区学習会等、差別をなくす主体者を育て
る取組を継続されたい。加えて、小中学生や地域
住民が集う施設や設備の充実を願う。点検、改修
等の環境整備について検討していただきたい。
【上見委員】人権文化の根付く伊賀市づくりを推
進されたい。

〇教育集会所を拠点として実施されている地区
学習会等、差別をなくす主体者を育てる取組を継
続されたい。

〇小中学生や地域住民が集う施設や設備の充
実を願う。点検、改修等の環境整備について検討
されたい。

教育集会所交
流事業

各教育集会所で活動する仲間が地域をこえてつながる
ため、そして、差別をなくすために主体的に行動するリー
ダーを育成するための学習会を開催しました。
【実施事業】
・伊賀市教育集会所青年人権学習交流会
・教育集会所高校生・青年人権学習交流会（年3回＋視
察研修）
・伊賀市教育集会所中学生交流会
・伊賀市教育集会所小学生交流事業「みんなよっとい
で！！６年生」
・教育集会所保護者の部落問題学習会

参加者アンケート
の満足度：
１００％

参加者アンケート
の満足度：
１００％

563 継続

小中学校地区学習会や
学校の人権学習等に
て、人権教育を学び続け
てきた子どもたちを、中
学卒業後も継続して地域
の人権活動リーダーとし
て育成する必要がありま
す。

481

【上見委員】地域の人権活動リーダーの育成を進
めていただきたい。

評価委員の意見(まとめ案）
決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見努力目標 取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
指　標

　
生
涯
学
習
課
・
中
央
公
民
館
・
教
育
集
会
所

　
部
落
差
別
を
な
く
す

所
属

施
策
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生涯学習課 

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見努力目標 取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
指　標所

属
施
策

同和問題啓発
事業

同和問題をはじめとするあらゆる差別問題について学
習機会を提供し、正しい知識を身につけるとともに、自ら
の課題解決のための行動を促すため、あやま人権・同
和問題学習講座を３回開催しました。（開催日：６月９
日、１０月２０日、３月８日）

参加者：２６９人 参加者：２００人

137 継続

学習講座の周知方法を
工夫する。現在は、阿山
同研会員及び各地区人
権推進委員に学習講座
の案内を郵送している。
また、阿山支所及び地区
市民センターにポス
ター・チラシを設置してい
るが、さらにチラシを各
区で回覧する等、工夫し
ていきます。

471

【上見委員】学習講座開催のために継続していた
だきたい。あやまの学習講座は30年～40年ぐら
い続いていると思います。

〇学習講座開催のため周知方法の工夫を継続さ
れたい。

3 生涯学習 成人式開催経
費

*新成人が主体的に関わり成人式の運営に参画いただ
けるよう、実行委員を募集しました。
【新成人実行委員　5人】
【令和５年５月４日（木・祝）　午後１時　伊賀市文化会
館】
【対象者　761人、参加者　604人】

新成人の参加率：
７９．３７％

新成人の参加率：
８０％

1,971 継続

地域全体で新成人を祝う
ことで、新成人としての
自覚を促し、社会の構成
員として活動していくよう
啓発します。 458

【上見委員】継続していただきたい。成人式は大
切な行事だと思います。

社会教育推進
経費

社会教育委員１２人（任期：令和５年７月１日～令和７年
６月３０日）
伊賀市社会教育委員定例会（２回）及び懇談会（３回）を
開催しました。
三重県社会教育委員連絡協議会が主催する研修会・講
習会等に参加しました。
令和５年５月４日に開催した成人式の実行委員会への
参画、当日の運営に協力しました。
家庭教育事業として、子どもについて一緒に考える集い
「いがファミリーフェスタ」を開催しました。

公民館運営審議会委員１３人（任期：令和５年７月１日～
令和７年６月３０日）
伊賀市公民館運営審議会（１回）を開催しました。

社会教育委員会で
の協議案件数：
３件

社会教育委員会で
の協議案件数：
３件

758 継続

委員の提言・助言によっ
て、生涯学習・社会教育
に関する事業の見直しな
どを行っています。

459

【上見委員】継続していただきたい。

生涯学習推進
啓発事業

１．中央公民館主催事業
（１）主な講座・教室・その他事業
・悠々セミナー、はじめての講師サポート事業、子どもと
保護者の体験教室、子どもと保護者の創作活動、読み
聞かせボランティア入門講座、伊賀・山城南・東大和定
住自立圏連携事業講演会、地域出前講座、干支の春展
他
（２）開催回数及び参加人数
【開催回数】３４回
【参加延べ人数】１，３７２人
２．各地区市民センターを活動拠点とした事業（共催事
業を含む）
（１）主な講座・教室・その他事業
・夏休みこども俳句教室、伊勢型紙教室、健康講座、文
化祭、世代間交流事業他
（２））開催回数及び参加人数
【開催回数】６０５回
【参加延べ人数】４１，５１１人

住民自治協議会へ
の委託事業におけ
る重点事業の実施
割合：
６９．２％

住民自治協議会へ
の委託事業におけ
る重点事業の実施
割合：
１００％

 38,321
継続

住民自治協議会への生
涯学習活動事業委託に
おいて、４つの分野（①
安全・防災・防犯、②健
康・福祉、③環境美化、
④人権教育）を重点事業
に位置づけ、必ずそれぞ
れの分野から１事業以
上実施するように努める
こととしています。各地域
の状況を踏まえ、住民自
治協議会の部会や委員
会の事業として、あるい
は生涯学習支援員の企
画事業として必ず実施す
るよう、促していきます。

460

【伊室副委員長】各市民センターに配属される推
進委員は、地域づくり、文化活動の指導者として
の自覚を持っていただくため、一層のスキルアッ
プ推進を望みます。
【上見委員】実施割合の８０％～９０％を目標に取
り組まれたい。
【金山委員】講座、教室、事業内容について参加
者アンケートを取る。地域に合った今の社会に深
い事業を検討する。

〇各市民センターに配属される推進委員は、地
域づくり、文化活動の指導者としての自覚を持っ
ていただくため、一層のスキルアップ推進を望み
ます。

〇講座、教室、事業内容について参加者アン
ケートを取り、地域社会に深く関連する事業を検
討していただきたい。

〇実施割合８０％～９０％を目標に取り組まれた
い。

たわらや維持
管理経費

*初瀬街道にまつわる文化財「参宮講看板」の保存、地
域住民の交流の場として、管理運営業務を実施しまし
た。
【延べ来館者数　629人】

来館者数：
６２９人

来館者数：
２，０００人

352 継続

公共施設最適化計画を
踏まえて利活用の方向
を模索して行きます。

461

【加納委員長】たわらや維持管理に関しては、現
状に即した指標設定を検討されたい。
【伊室副委員長】展示内容は尊重しますが、地域
と協議し、違った方向性について提示する必要が
あるのではないでしょうか。
【上見委員】次期総合計画の見直しで存続も含め
て検討されたい。
【金山委員】初瀬街道を始め阿保地区への来訪
者を多くしなければ来館者数は増加しないか。

〇たわらや維持管理に関しては、現状に即した指
標設定を検討されたい。

〇展示内容は尊重するが、地域と協議し、存続も
含めて違った方向性について検討されたい。

〇来館者数を増やすため、初瀬街道を始め阿保
地区への来訪者を多くする取り組みを検討された
い。
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生涯学習課 

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見努力目標 取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）
指　標所

属
施
策

4 青少年健全
育成

青少年健全育
成事業

*第16回「輝け！いがっ子フォトコンテスト」を実施し、輝
け！いがっ子検証を周知・啓発しました。
*伊賀市青少年ネットワークづくり研修会・伊賀地区こど
もわかもの育成支援のための研修会等を開催しました。
*青少年健全育成推進大会を開催しました。
*伊賀市青少年育成市民会議の活動を補助し、伊賀市
全域を対象とした事業および各地区の特色を生かした
事業の実施を支援しました。
*青少年非行防止活動強化月間（７月）、子ども・わかも
の育成支援強調月間（１１月）、未成年者喫煙防止キャ
ンペーンとして、青少年健全育成市内一斉活動を実施し
ました。

青少年健全育成推
進大会参加者数：
１２４人

青少年健全育成推
進大会参加者数：
１５０人

1,957 改善

伊賀市として一体化した
事業を実施するととも
に、各地域において特色
ある事業の実施ができま
した。今後も各地域での
取り組みを尊重するとと
もに、青少年健全育成に
係る指導者や担い手の
確保に努めます。

472

【伊室副委員長】青少年健全育成団体の活動が
衰退しないように、継続的な支援に努められた
い。
【上見委員】今後も特色ある事業の実施を進めて
いただきたい。

〇青少年健全育成団体の活動が衰退しないよう
に、今後も特色ある事業が実施できるよう継続的
な支援に努められたい。

放課後子ども
教室推進事業

*放課後子ども教室（市内４か所）への委託及び支援を
行いました。
【延べ実施回数　204回】、【延べ参加者数　900人】

*伊賀市放課後子どもプラン施策検討委員会を開催しま
した。【日時　令和６年２月８日（木）　午後２時】

平均利用児童数：
4人

平均利用児童数：
１８人

2,165 継続

*放課後子どもプラン施
策検討委員会では、放
課後児童クラブとの一体
型や連携型の実施につ
いて協議しました。
*新規開設の相談があっ
た場合は支援を行いま
す。

473

【加納委員長】地元に施設が少ない地域の放課
後子ども教室開所は有意義である。利用人数に
とらわれず、子どもの居場所を保障されたい。
　指標について、現状に即した目標値の設定を検
討されたい。
【伊室副委員長】児童が減少していく中で、地域
の「放課後児童クラブ」との一体化が必要ではな
いでしょうか。
【上見委員】次期総合計画の見直しで、現状に即
した目標値を設定して下さい。

〇地元に施設が少ない地域の放課後子ども教室
開所は有意義である。利用人数にとらわれず、子
どもの居場所を保障されたい。

〇児童が減少していく中で、地域の「放課後児童
クラブ」との一体化を検討されたい。

〇指標について、現状に即した目標値の設定を
検討されたい。

学校支援地域
本部推進事業

柘植中学校区地域未来塾運営協議会に対し学習支援
事業にかかる業務委託を行いました。
事業内容
　小学生：毎週金曜日の午後４時から午後５時
　中学生：毎週火曜日の午後７時３０分から午後９時

学習時間：９６ｈ 学習時間：８５ｈ

575 継続

生活困窮世帯を含めた
小・中学生の学習支援
がさらなる進路保障につ
ながるよう、関係機関が
連携して必要としている
児童生徒への呼びかけ
と協力してくれる人材の
確保が必要です。

474

【上見委員】必要としている児童生徒呼びかけと
人材確保を進めていただきたい。

青少年センター
運営経費 （１）街頭補導活動の実施

　①随時補導（２３８回）、定時補導（４７回）、警察少年指
導委員特別街頭補導（１１回）、少年警察協助員補導（１
０回）
　②学校や警察からの不審者・事件情報や各青少年市
民会議等からの要請に応じ、児童・生徒の登下校時に
パトロールを実施 しました。 また、不審者情報や保護者
等からの要請に合わせた巡回により、児童・生徒の安全
な登下校をサポートしました。
　③学校の長期休業時には随時補導を計画的に実施し
ました。祭礼など市民的行事の際には特別補導を行い、
問題行動や不良行為の未然防止と減少に努めました。
（２）青少年相談活動の実施
　　 市広報などを通して、電話や面談による青少年相談
活動の周知に努めました。また、青少年が抱える悩みを
解決するため、他のサポートセンターと連携し、適切な
指導・助言・支援に努めました。
（３）環境浄化活動の実施
　　 街頭補導にあわせて、青少年に有害な環境点検を
行いました。書店や遊技場関係者に依頼し、有害図書・
玩具など取り扱いについて協力を得ることができました。

巡回補導活動回
数：３０６回

巡回補導活動回
数：
３１０回

480 継続

関係機関や関係団体と
連携し、計画的に街頭補
導活動と環境浄化活動
を実施しました。
街頭補導活動について
は、状況に合わせた内
容に変更するなどの改
善が必要です。
青少年相談窓口を気軽
に利用できるよう、周知
方法を検討します。

475

【上見委員】今後も継続的な街頭補導や環境浄
化を継続していただきたい。
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文化財課 

令和５年度実績値 令和５年度目標値

　
文化財保護 文化財保存経

費
・伊賀市文化財保護審議会（２回）を開催しました。
・指定文化財などの調査・管理を行いました（調査：63
件）。
・史跡の草刈など環境整備業務、樹木剪定伐採業務を
実施しました。
･国史跡上野城跡高石垣の定点観測測量業務を実施し
ました。のはなしょうぶ群落管理業務を実施しました。
・文化財保存事業の普及・啓発活動として、『広報いが』
に「伊賀市の文化財」（6回）を掲載した。文化財年報を
作成しました。（300冊）
・文化財説明看板「市指定　大村神社の梵鐘」（１基）設
置、哀園森の文化財看板（１基）の修繕を実施しました。

指定文化財の調査
管理：
６３件

指定文化財の調査
管理：
７２件

7,305 充実

県内最多の指定文化
財がある当市では未
指定の文化財も多い。
指定候補の文化財の
調査を進めるととも
に、指定文化財を適切
に維持管理し、その価
値の維持に努めます。

461

【伊室副委員長】（文化財共通まとめ）
市民に文化財や歴史に親しむイベント等を積極
的に取り組まれたい。
【上見委員】文化財は伊賀市の宝だと思いますの
で今後も適切な維持管理と価値の維持、市民へ
の周知、また新たな文化財の発掘に努めていた
だきたい。
【金山委員】数多い文化財の保存、調査への取組
みを評価します。引き続き、未指定でも措定に価
する文化財の調査を望みます。

〇数多い文化財の保存、調査への取組みを評価
する。

〇文化財は伊賀市の宝だと思います。今後も適
切な維持管理と価値の維持、市民への周知、新
たな文化財の発掘、未指定でも措定に価する文
化財の調査を望む。

文化財保存事
業

・所有者等が行う指定文化財の保存修理や指定文化財
管理事業経費に対し、補助金を交付しました（15件）。
【補助事業名】
・国重文　町井家住宅主屋・書院　ほか３件（猪田神社、
高倉神社、大村神社）　防災設備保守点検事業
・国重文　木造日光月光菩薩立像　防災設備事業
・国重文　町井家住宅主屋及び書院　保存修理事業
・国重無民　上野天神祭のダンジリ行事　民俗文化財保
存修理事業
・国重無民　上野天神祭ダンジリ行事　保存管理事業
・国重無民　勝手神社　神事踊保存継承事業
・県指定有形　猪田神社本殿　防災施設整備事業
・県指定有形　西蓮寺紙本墨書真盛自筆消息　保存修
理事業
・県指定有形　観菩提寺木造多聞天立像保存修理事業
・県指定史跡　真盛廟保存整備事業
・市指定有形　西町集議所付属屋保存修理事業
・市指定史跡　芭蕉翁故郷塚保存修理事業

指定文化財の保存
修理等事業：
８９％

指定文化財の保存
修理等事業：
４４％

7,679 充実

県内最多の指定文化
財がある当市では、修
理を必要とする文化財
も多い。所有者及び
国・県と協議・調整を
行い、適切に保存修理
事業を進めます。

462

【杉澤委員】伊賀市には、県指定の貝石山（津市
榊原町）と比較しても学術的、文化財的価値が高
い貴重な化石（ミエゾウの臼歯や足跡化石等）を
産出する古琵琶湖層群の露頭が見られます。こ
れらを県指定候補として調査することを提案しま
す。
【上見委員】所有者・国・県と協議しながら速やか
に対処されたい。県内最多の指定文化財ですか
らご苦労が多いことだと思います。
【金山委員】一般個人の所有文化財を始め、将来
にわたって保存、管理のできる対策を検討してい
ほしい。

〇伊賀市には、県指定の貝石山（津市榊原町）と
比較しても学術的、文化財的価値が高い貴重な
化石（ミエゾウの臼歯や足跡化石等）を産出する
古琵琶湖層群の露頭が見られます。これらを県
指定候補として調査されたい。

〇一般個人の所有文化財を始め、将来にわたっ
て保存、管理できる対策を検討されたい。

文化財等保存
管理施設維持
管理経費

・伊賀市内に所在する埋蔵文化財包蔵地について、開
発事業に伴い立会・試掘等の調査(33件)を実施し、出土
した遺物の整理を行うとともに、調査内容を伊賀市文化
財年報に掲載しました。
・また、これまでの発掘調査で出土した遺物等につい
て、県内外の博物館等における展示や資料閲覧希望者
に対し、資料の貸し出し・閲覧対応を行いました。資料収
蔵庫機能を担う「阿山ふるさと資料館保管庫」、「柘植資
料保管庫」の管理を適切に行いました。
・埋蔵文化財緑ケ丘整理所の西側建物の石綿含有調査
を実施しました。
・資料保管庫の統合に向けて、阿山ふるさと資料館保管
庫内の民俗資料及び考古資料を移動しました。
・歴史資料係の事務所（旧長田小学校）の維持管理、環
境整備を適切に行いました。
・大山田郷土資料館では、収集された民俗資料や考古
資料を保管し、観覧が可能なように施設の維持管理を
行いました。地元のボランティア団体「大山田郷土の広
場」と協同し、企画展（２回）及び講演会、オオサンショウ
ウオ観察会（１回、12名参加）を実施しました。

発掘調査成果の報
告：
１件

発掘調査成果の報
告：
１件

5,688 充実

埋蔵文化財整理所及
び資料保管庫に収蔵
する資料が増加し、収
蔵量にゆとりがなく
なっています。資料を
保管する場所・施設を
確保し、適切に保存・
管理し活用できるよう
に努めます。

464

【上見委員】保管場所の確保と保存、管理、活用
に努めていただきたい。
【金山委員】今後、更に資料が増加すると思われ
るので、保管場所などの検討が必要。

〇今後、更に資料が増加すると思われるので、保
管場所の確保と保存、管理、活用に努められた
い。

伊賀市文化財
保存活用地域
計画策定事業

・伊賀市文化財保存活用地域計画の最終版を文化庁に
認定申請し、令和５年７月に文化庁長官より認定を受け
ました。認定後に計画書データを市HPに掲載し、報道発
表を行いました。伊賀市文化財保存活用地域計画協議
会（１回）を開催し、計画の進捗方法や、計画の概要版
作成について協議しました。
・計画については、計画書冊子（200部）及び概要版
（2,000部）を作成し、関係機関等へ配布し、計画内容の
周知を図りました。

伊賀市文化財保存
活用計画の作成状
況：
１００％

伊賀市文化財保存
活用計画の作成状
況：
１００％

1,230 完了 468

【上見委員】お疲れ様でございました。

評価委員の意見(まとめ案）
決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）

指　標
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文化財課 

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）

指　標所
属

施
策

努力目標

民間等受託発
掘調査経費

・令和５年度は、開発行為にともなう本発掘調査は行わ
れませんでしたが、伊賀市各地の埋蔵文化財包蔵地に
おける開発行為に伴う試掘調査、立会調査を行い、その
結果を伊賀市文化財年報で報告しました。

ー 発掘調査進捗状
況：
１００％

0 継続

今後も開発事業に伴う
発掘調査に際し、民間
業者を適切に指導、監
督できる体制の構築に
努めます。

465

【上見委員】継続していただきたい。

　
2 文化財の活

用
文化財施設維
持管理経費

・旧崇広堂・旧小田小学校本館・入交家住宅・城之越遺
跡の指定管理者を指定し、文化財施設として保存管理
するとともに、指定管理者により、下記の各種事業を実
施し、文化財の活用を図りました。
・指定管理者：（公財）伊賀市文化都市協会
【旧崇広堂】  「石原健哉花火写真展　世界に羽撃く」「光
のART展Ⅸ」「すうこうどう寄席Vol.28・29」 「大平和正×
中村ミナト－磁場の共振－」「生活工芸展2023」「真夏の
夜のステンドグラス展Ⅴ」「刀絵百鬼丸展」「玉田玉秀斎
講談 忍者の物語」「伊賀陶芸展」 「チェンバロの魅力 ～
標題付き音楽で味わう～」
【旧小田小学校本館】「旧小田小学校本館企画展　思い
出の図工室展」「子ども陶芸体験」
【入交家住宅】 「日本画で魅せる季節のうつろい　第二
章」「大平和正 風還元/茶碗 －茶碗は彫刻Ⅵ－」「生活
工芸展2023」　「和紙と墨と筆と 」（２回）
【城之越遺跡】 「気軽に楽しく！古代遺跡で！グラウンド
ゴルフ！城之越遺跡Springカップ2023、Autumnカップ
2023」

来場者数合計：
１４，２６０人

来場者数合計：
２０，０００人

24,868 充実

貴重な文化財を将来
に引き継ぐため、適切
に保存するとともに、イ
ベント等の開催など、
積極的な活用に努め
ました。

463

【杉澤委員】小中学校社会科の学習教材に位置
付け、校外学習等の機会を利用して文化財施設
を活用することを提案します。児童生徒が地域の
文化財に触れる機会を促進して文化財保護に対
する意識を高めることが必要だと考えます。
【上見委員】今後も積極的な活用に努めていただ
きたい。
【金山委員】文化財施設の保存管理の事業、又イ
ベントなどの活用の事業を評価します。

〇文化財施設の保存管理の事業、又イベントな
どの活用の事業を評価したい。

〇児童生徒が地域の文化財に触れる機会を促
進して文化財保護に対する意識を高めることが
必要と考えられることから、小中学校社会科の学
習教材に位置付け、校外学習等の機会を利用し
て文化財施設を活用することを提案します。

〇市民が文化財や歴史に親しむイベント等に今
後も積極的に取り組まれたい。

国史跡伊賀国
庁跡保存整備
事業

・平成26年度・27年度に策定した「史跡伊賀国庁跡保存
整備活用基本計画」に基づき、平成30年度に「史跡伊賀
国庁跡保存整備事業基本設計」、令和元年度に「史跡
伊賀国庁跡保存整備事業実施設計」を策定した。令和２
年度から実施設計をもとに本体工事に着手しました。
・これまでの整備事業で、史跡伊賀国庁跡保存整備事
業指導委員会による指導・助言を得ながら整備区域の
敷地造成、雨水排水施設の整備、園路整備等を実施
し、史跡標柱の設置、整備区域中央部分のブロック舗
装、芝張り、給水設備の設置を行いました。
・令和５年度は、正殿の擬木丸太（23本）による柱の半
立体復元を行いました。また、史跡伊賀国庁跡保存整備
事業指導委員会（１回）を開催し、指導・助言を得まし
た。

整備事業の推進：
６５％

整備事業の推進：
７５％

5,417 継続

「史跡伊賀国庁跡保存
整備事業実施設計」に
基づき、有識者に指導
を得ながら着実に整備
を進めます。

467

【上見委員】継続していただきたい。

　
3 歴史まちづく

り
歴史的風致維
持向上計画進
捗管理事業

・平成28年５月19日に認定された「伊賀市歴史的風致維
持向上計画」に基づき、歴史的風致の維持向上を図る
ため実施している３カ所の重点区域（上野城下町、初瀬
街道阿保宿、大和街道島ヶ原宿）について、関係各課が
実施する個別事業の進捗管理を行い、庁内会議を１回、
協議会を２回開催しました。中部地方整備局管内の認
定市町（18市町）との連携事業検討会（３回）や歴まちサ
ミット（名古屋市）に参加し、意見交換を行いました。
・重点区域の一つ、初瀬街道阿保宿について、啓発用
パンフレット（1000部）の印刷と街道案内看板（１基）を設
置しました。
・歴史的風致形成建造物の調査を実施しました（数馬茶
屋、伊賀越資料館（旧武徳殿）、大村神社本殿、越山家
住宅ほか）。

進行中事業数：
１１件

進行中事業数：
１３件

1,005 継続

「伊賀市歴史的風致維
持向上計画」に掲載し
た事業について、協議
会委員の意見を踏ま
え、庁内関係課と調整
しながら着実な進捗を
図ります。

466

【上見委員】継続していただきたい。
【金山委員】３か所の重点区域協議会委員の意
見を踏まえ、それぞれ地元団体で協議を重ね、着
実に進めてもらいたい。

〇３か所の重点区域協議会委員の意見を踏ま
え、それぞれ地元団体で協議を重ね、着実に進
められたい。
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文化財課 

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

整理
番号

評価委員の意見取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）

指　標所
属

施
策

努力目標

　
4 歴史資料の

整理・保存・
管理

歴史資料保存
管理経費

・市内外の所蔵者より申し出を受けて歴史資料31件を調
査・収集し、目録を18件作成しました。
・事業の普及・啓発活動として、『広報いが』に「伊賀の
歴史余話」（6回）を掲載しました。また、調査・収集した
歴史資料を用いてハイトピア伊賀や上野図書館で企画
展示を行い、芭蕉翁記念館の展示図録への寄稿などを
実施しました。
・収集・保管する歴史資料について99件の利用申請が
あり、資料に対するレファレンスや複写資料の提供、展
示会へ出品しました。

『伊賀市史』各編な
どの有償・無償配
布数：
４８冊

『伊賀市史』各編な
どの有償・無償配
布数：
８０冊

437 充実

資料の寄贈申込、資
料に関する問い合わ
せが増加傾向にありま
す。貴重な資料を適切
に整理保存するととも
に、その価値を広く周
知する機会の充実に
努めます。

469

【吹上委員】収集・調査した資料が伊賀の歴史文
化を理解するための博物館等展示となるだけで
はなく、観光客を取り込むような起爆剤的な情報
発信の工夫や取り組みができればいいと思いま
す。
【上見委員】このまま充実を図っていただきたい。
【金山委員】増加傾向にある資料に関して、今後
共適切に対応、又活用も検討してほしい。

〇収集・調査した資料が伊賀の歴史文化を理解
するための博物館等展示となるだけではなく、観
光客を取り込むような起爆剤的な情報発信の工
夫や取り組みを検討されたい。

〇増加傾向にある資料に関して、今後も適切に
対応し、また活用も検討されたい。

18 文化財課 



上野図書館

令和５年度実績値 令和５年度目標値

　
1 図書館活動 図書館管理経

費
・運営業務を、（公財）伊賀市文化都市協会に委託し、
市民の生涯学習の場として、蔵書や資料の充実を図
りつつ、市民ニーズに応えるとともに、資料提供・情報
発信に努めました。・配送サービスや市外及び県立図
書館等との相互貸借を行う中で、図書館の利便性向
上と利用促進を図りました。・点字図書、録音図書を
紹介したパネル展示や大活字本、布絵本の特集展示
等により上野点字図書館のサービス内容を周知し、
活字を読むことが困難な方などすべての人に読書の
楽しみを知ってもらえるよう情報発信を行いました。・
夏休みには未就学児から小学生を対象とした「夜のと
しょかん探検」事業を実施し、楽しみながら図書館の
使い方などを学ぶ機会を設けるとともに、市内小学校
による施設見学の受け入れにより、図書館と本を身近
に感じてもらい、読書に親しむ機会づくりを行いまし
た。・第19回読書感想文コンクールを実施するととも
に、市内小中学校の学校図書担当教諭を対象とした
研修会への担当職員派遣による連携強化や上野図
書館から市内小中学校へのセット文庫の定期配送を
行い、学校図書館の蔵書とは違った本を届けることで
本に興味を持ってもらう取り組みを行いました。・「郷
土の歴史夜咄会」を６、７、８、９、10、11、12月の第３
金曜日（10、11月は第２金曜日）に開催し、市民が伊
賀の歴史を学ぶ機会をつくりました。「デジタルミュー
ジアム　秘蔵の国 伊賀」の更なる活用を目的として、
市内小中学校の郷土教育担当教諭を対象とした研修
会で郷土学習へのデジタル資料の利用についてPRを
行いました。

貸出冊数（分館含む）：
２９７，１１６冊

貸出冊数（分館含む）：
３４０，０００冊

87,250 充実

　入館者数の拡大、読
み聞かせボランティア
の後継者育成、など読
書推進のための課題
があり、引き続き蔵書
やレファレンスなど図
書館機能の充実やボ
ランティアの支援に努
めます。
　また、「いがし電子図
書館」や「デジタル
ミュージアム 秘蔵の国
伊賀」の利用を広くPR
するとともに、SNSの活
用など情報発信を行い
市民の利便性向上に
努めます。

479

【加納委員長】「夜のとしょかん探検」は聞くだけで
ワクワクする。取組の工夫を評価したい。
【上見委員】今後も充実を図っていただきたい。

〇「夜のとしょかん探検」は聞くだけでワクワクす
る。取組の工夫を評価する。今後も充実を図られ
たい。

図書室運営管
理経費

・上野図書館分館となる各図書室では、「図書室だ
より」等により新着図書やおすすめ図書の紹介、読
み聞かせ会等の情報発信を行い、それぞれの地域
の特性を活かした図書室運営を行うとともに、上野
図書館との連携を進める中で、各図書室の利用促
進に取り組みました。・図書館情報システムの運用
や配送サービスにより、各図書室で市内全域の図
書館・図書室からの資料（本）の取り寄せや返却を
継続して行うことで、利便性の向上に取り組みまし
た。（配送冊数：25,963冊）・上野図書館所蔵本の一
時移管を行い、各図書室での特設コーナーの設置
により利用促進に取り組みました。・各図書室で除
籍後一定期間を経たリユース本について、図書室
間でのリユース本の交換を行うことで、多くの方にリ
ユースされるよう取り組みました。（リユース本：691
冊）・いがまち図書室の移転開館により、DMG森精
機株式会社と連携したサービスを行うことで、利便
性向上と利用促進を図りました。

貸出冊数（本館含む）：
２９７，１１６冊

貸出冊数（本館含む）：
３４０，０００冊

14,577 充実

上野図書館との連携
などにより、利用者の
利便性向上に努めま
す。
図書館機能の再編を
円滑に進め、継続した
図書館サービスを行い
ます。

480

【上見委員】今後も充実を図っていただきたい。

評価委員の意見(まとめ案）
整理
番号

決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

評価委員の意見取組事業名
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上野図書館

令和５年度実績値 令和５年度目標値
評価委員の意見(まとめ案）

整理
番号

決算額
（千円）

方向性
内部評価
（方向性）

評価委員の意見取組事業名
事業概要

(令和５年度の取組内容）

指　標所
属

施
策

努力目標

　
2 子ども読書活

動
図書館管理経
費

・運営業務を、（公財）伊賀市文化都市協会に委託し、
市民の生涯学習の場として、蔵書や資料の充実を図
りつつ、市民ニーズに応えるとともに、資料提供・情報
発信に努めました。・配送サービスや市外及び県立図
書館等との相互貸借を行う中で、図書館の利便性向
上と利用促進を図りました。・点字図書、録音図書を
紹介したパネル展示や大活字本、布絵本の特集展示
等により上野点字図書館のサービス内容を周知し、
活字を読むことが困難な方などすべての人に読書の
楽しみを知ってもらえるよう情報発信を行いました。・
夏休みには未就学児から小学生を対象とした「夜のと
しょかん探検」事業を実施し、楽しみながら図書館の
使い方などを学ぶ機会を設けるとともに、市内小学校
による施設見学の受け入れにより、図書館と本を身近
に感じてもらい、読書に親しむ機会づくりを行いまし
た。・第19回読書感想文コンクールを実施するととも
に、市内小中学校の学校図書担当教諭を対象とした
研修会への担当職員派遣による連携強化や上野図
書館から市内小中学校へのセット文庫の定期配送を
行い、学校図書館の蔵書とは違った本を届けることで
本に興味を持ってもらう取り組みを行いました。・「郷
土の歴史夜咄会」を６、７、８、９、10、11、12月の第３
金曜日（10、11月は第２金曜日）に開催し、市民が伊
賀の歴史を学ぶ機会をつくりました。「デジタルミュー
ジアム　秘蔵の国 伊賀」の更なる活用を目的として、
市内小中学校の郷土教育担当教諭を対象とした研修
会で郷土学習へのデジタル資料の利用についてPRを
行いました。

貸出冊数（分館含む）：
２９７，１１６冊

貸出冊数（分館含む）：
３４０，０００冊

87,250 充実

　読み聞かせボラン
ティアの後継者育成が
課題となっており、ボラ
ンティアの支援や連携
に努めます。
　学校図書館との連携
においては、研修会等
を通じて図書室担当教
諭と情報を共有し、継
続して支援を行いま
す。

479

【加納委員長】伊賀市の読み聞かせボランティア
グループの活動が、２年連続して文部科学大臣
表彰を受けていることに敬意を表する。今後もボ
ランティアの確保と育成に尽力されたい。
【伊室副委員長】子どもたちが身近に本に親しむ
機会の充実のためには、「読み聞かせ団体」の存
在は大きなものがあると感じます。
　ボランティア活動を希望する方々の掘り起こしに
努められたい。
　読書感想文コンクールは重要に思う。学校との
連携を図られたい。
【吹上委員】伊賀市の地域性として、車がないと
移動できないことから、各図書館へ出向きにくい
ようです。来年度からの移動図書館の取り組みや
森精機さんとのジョイント図書館は、新しい形の
図書館運営であり、期待大です。
【上見委員】今のままで充実を図っていただきた
い。妻も読み聞かせボランティアをやっています
が所属しているグループでは高齢化や家族の介
護などで活動から離れるメンバーもいるそうです。
しかし、やり甲斐があるそうで楽しく活動している
ようです。また、退職後の生き甲斐となっているよ
うです。

〇伊賀市の読み聞かせボランティアグループの
活動が、２年連続して文部科学大臣表彰を受け
ていることに敬意を表する。

〇子どもたちが身近に本に親しむ機会の充実の
ためには、「読み聞かせ団体」の存在は大きなも
のがあると感じます。

〇ボランティアグループでは、高齢化や家族の介
護などで活動から離れるメンバーもいることから、
ボランティア活動を希望する方々の掘り起こし、
確保、育成に尽力されたい。

〇読書感想文コンクールは重要と思うことから学
校との連携を図られたい。

〇車がないと移動できない地域性から、各図書
館へ出向きにくいようです。来年度からの移動図
書館の取り組みや企業とのジョイント図書館は、
新しい形の図書館運営であり、期待が大きいと思
われる。
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